
     

12
月
１１
日(

日)

午
前
１０
時
か
ら
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
保
護
者
及
び
住
民
合
せ
て
70

名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
始
め
に
市
教
委
よ
り
学
校
統

合
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、

よ
り
議
論
を
ふ
か
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

事
前
に
当
方
よ
り
提
出
し
た
質
問
項
目
及

び
当
日
出
席
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
市

教
委
の
考
え
を
聞
く
方
法
で
進
め
ま
し
た
。 

 

出
席
者
か
ら
は
、
統
合
の

必
要
性
や
デ
メ
リ
ッ

ト
、
学
校
統
合
の
進
め

方
や
地
区
意
見
交
換
会

の
開
催
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

 

市
教
委
の
計
画(

27

年
度
～
31
年
度)

は
、
昨

年

7

月

25

日
開
催
の

地
元
説
明
会
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
各
地
区
で

の
意
見
集
約
は
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。 

 

小
学
校
の
統
廃
合
計
画
は
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
と
と
も 

      

に
、
地
区
の
将
来
を
考
え
ま
す
と
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。 

今
後
、
各
地
区
で
意
見
交
換
の
場
を
も
う

け
て
い
た
だ
き
、
よ
り
良
き
方
向
を
選
択

し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 
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号 

 

教
育
子
育
て
部
会
長 

 

野

村

義

久 

教
育
子
育
て
部
会
長 

 

野

村

義

久 

１年 2年 ３年 4年 5年 6年 特 合計 １年 2年 ３年 4年 5年 6年 複 特 合計

神玉 3 9 2 9 4 11 1 39 1 1 2 1 5

神田 6 1 4 2 6 4 0 23 3 0 3

角島 3 6 4 5 5 5 0 28 1 1 2 0 4

阿川 4 6 6 4 5 3 2 30 1 1 2 2 6

粟野 2 2 1 0 2 0 0 7 複 0 式 0 2 0 2

滝部 15 19 22 15 21 13 2 107 1 1 1 1 1 1 0 1 7

合　計 33 43 39 35 43 36 5 234 ー ー ー ー ー ー 11 4 27

複式

複式

複式 複式

複式 複式

複式 複式

児　　童　　数 学　　級　　数

複式 複式

小学校の現状(平成２８年 10 月 1 日現在)

方々 

質問をされる出席者 

き企画部会長 橋 本 勝 己 

豊北地区の皆様に「住民自治によるまち

づくり」へのご理解を深めていただくた

め、「まちづくりシンポジウム」を開催し

ました。 

 当日は、立命館大学乾教授による基調

講演「まちづくり協議会とは何か、今後

期待すること」の後、同教授の司会によ

り「豊北町を活発化するにはどうすれば

良いか、まちづくり協議会に期待するこ

と」をテーマにパネルディスカッション

が行われました。 

パネラーの皆さんからは、多様で熱い

思いがたくさん語られ、会場の皆さんは

熱心に耳を傾けておられました。 

 まちづくり協議会では、今後もこうし

た取り組みを通じて、協議会の活動に対

する一層のご理解を深めていきたいと考

えております。  

1） 日 時 １１月５日(土)１３:３０～１５:３０ 

2） 場 所 太陽館(滝部公民館) 

3） 内 容 基調講演(５０分)パネルディスカション(５０分)ほか 

4） 出席者 ８９名 

 

【豊北地区のまちづくりに参加しませんか！】 

募集人数 応 募 要 件  

5 名程度 豊北町民で、まちづくり(部会活動)に進んで参加できる方 

※応募される方は、別添応募用紙により協議会事務局へ提出してください(FAX 可) 

パネルディスカッション 乾
教
授
と
パ
ネ
ラ
ー
の 

皆
さ
ん 



 
豊
北
地
区
は
現
在
、
高
齢
化
率
が

５０
％
に
達
し
、
人
口
が
激
減
、
合
併

後
も
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

人
口
減
少
の
大
き
な
理
由
の

ひ
と
つ
は
、
一
次
産
業
の
衰
退

と
若
者
の
働
く
場
が
少
な
い
こ

と
で
す
。 

 

こ
の
町
を
元
気
に
す
る
た
め

に
は
、
今
あ
る
地
域
資
源
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
等
に
取
り
組

み
、
協
議
会
の
基
本
方
針
で
も
あ

る
「
若
者
が
住
め
る
町
、
希
望
の

持
て
る
町
」
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

六
月
の
通
常
総
会
で
部
会
の

設
置
等
が
承
認
さ
れ
、
活
性
化
部

会
は
①
観
光
振
興
対
策
②
人
口

定
住
対
策
③
農
林
漁
業
振
興
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
町
の
お
か
れ

た
厳
し
い
現
実
に
ど
う
対
処
し

て
い
く
べ
き
か
、
責
任
の
重
さ
を

感
じ
つ
つ
、
部
会
に
お
い
て
議
論

し
た
末
、
先
ず
は
「
観
光
振
興
対

策
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。 

観
光
産
業
は
雇
用
吸
収
力
が

高
く
、
先
進
国
で
は
地
域
を
支
え

る
重
要
な
産
業
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
評
価
の
高

い
町
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
や
景

観
を
維
持
保
全
し
、
こ
れ
を
一
次
産

業
と
結
び
つ
け
、
町
の
魅
力
が
高
め

ら
れ
る
な
ら
波
及
効
果
が
生
ま
れ
ま

す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
は
、
次

の
通
り
で
す
。 

①
観
光
拠
点
の
景
観
保
全
に
つ
い

て(

現
地
調
査) 

 

町
の
観
光
拠
点
は
海
岸
部
に
集

中
、
山
側
の
資
源
の
Ｐ
Ｒ
不
足
な

ど
課
題
は
多
数
。
今
後
、
改
善
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

②
誘
導
案
内
看
板
の
見
直
し
に
つ

い
て(

現
地
調
査) 

道
路
標
識
の
汚
れ
や
損
傷
等
に

加
え
、
広
告
看
板
な
ど
景
観
遵
守

の
必
要
な
個
所
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
下
関
市
な
ど
に
対
し
て
改
善

を
要
望
し
ま
す
。 

③
国
道
の
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て

(

現
地
調
査) 

 

角
島
大
橋
開
通
、
道
の
駅
開
業

で
観
光
客
が
増
え
続
け
る
な
か
、

国
道
・
県
道
の
渋
滞
日
が
増
え
て

い
ま
す
。
道
路
管
理
者
で
あ
る
山

口
県
等
に
対
し
て
改
善
を
要
望
し

ま
す
。 

④
集
客
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て 

 

増
え
続
け
る
観
光
客
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
地
元
経
済
へ
の

波
及
効
果
を
生
む
た
め
に
は
、
滞
在

型
施
設
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
先
ず
は
旧
角
島
中
学
校
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
地
元
代
表
者
の

方
々
と
懇
談
し
、
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
施
設
の
概
要
や
運
営
形
態
な

ど
を
含
め
、
引
き
続
き
調
査
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。 
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豊北町人口ピラミッドグラフ
(平成２８年11月３0日住民基本台帳〉

男性 女性

活
性
化
部
会
長 

 

恒

冨

英

雄 
 

神玉地区において、交通弱者送迎便を試行運行しました。 

１０月～１２月にかけて延べ２７名が利用されました。 

今後、運行形態や条件整備など調査研究してまいります。 

備えあれば憂いなし、非常災害時の避難場所を確認 

非常災害に備え、地区の協力を得て避難場所の確認作業に取り組みました。 

交通事故防止講習会を開催しました。 

激増する高齢者の交通事故を防止するため、神玉地区では県公安委員会の協力を得て

講習会を開催しました。２３名が参加、事故防止に向けて決意を新たにしました。 

【安全安心部会長 坂本軍司】 
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＊この度、専用のホームページ開設しました。 

HP アドレス http://www.lifeaccessory.net/~machi/ 
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